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１．研 究 目 的 

本研究では、構造的ソーシャルワーク（Structural Social Work, 以下、構造的 SW と

記す）とエンパワメントの考えにもとづき、当事者の知と制度的専門援助職者の専門知（以

下、「専門知」と記す）との関係性について考える。社会構造とは、力 (power、以下、パ

ワーと記す) と抵抗 (resistance) の産物であり、その構図に対する理解がなければ、社会

において支援を必要としている利用者への理解も社会関係も理解することはできないと考

えるのが構造的 SW である。当事者と制度的専門援助職者の関係に社会的な構造がある以

上、両者が依拠・生成する知についても同様に構造的関係が存在することになる。当事者

主権や利用者中心という SW 理念に照らして当事者の知が尊重される一方で、構造的 SW

の観点から知の関係性を精査しようとするならば、両者の知の関係についても SW が何を

理解して、どのように向き合うかを構造的に考える必要がある。この問題意識にもとづき、

本研究では構造的 SW とエンパワメントの観点から当事者の知への接近法について考察す

る。 

２．研究の視点および方法 

社会構造に潜む力を理解することから出発すると、「専門知」にもとづくエンパワメン

トはどのような実践になるのかを当事者の知への接近法を中心にして検討する。研究方法

は文献研究である。 

３．倫理的配慮 

本研究は文献研究であるため人間や生物等を対象にした際の倫理的配慮は必要として

いない。研究遂行に際しては、日本社会福祉学会倫理規定および研究倫理規定にもとづく

研究ガイドラインを遵守している。本研究に関して開示すべき利益相反関連事項はない。 

４．研 究 結 果 

人種、性別、階級、宗教等を理由にして社会にはある特定の人々に対する差別が埋め込

まれており、これらの力関係を助長し維持する機能が社会制度には存在する（Goldberg 

and Tully 2006; Middleman and Goldberg 1989; Moreau 1979; Mullaly 1993）。このため、

社会構造／構図に対する批判的な洞察と検討がなければ、支援を必要とする利用者への理

解、利用者との関係性に対する理解を深めることはできないと認識される。 

 当事者の知と「専門知」との関係を検討するにあたって、知は潜勢的なパワーを有する

という理解が必要になる。知に潜勢するパワーについて論じたのはフーコーだが
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（Foucault 1975=2020; Foucault and Hasumi 1977=2006）、この知のパワーが当事者

の知と「専門知」との双方に在ると認識するならば、当事者自らの知を活かすため

（enabling）には、双方の知の再割り当てが実行される必要がある（Milley 2019）。わが

国でも一部のサービス提供システムにピアサポートの報酬化が導入され、当事者の知の割

り当て、ならびに、当事者の知と「専門知」が協働する実践が求められている。ここでは、

技術的合理性を是とする「専門知」と当事者の知との共存について検討が必須である。 

５．考 察 

知識や技術の厳密性にもとづく科学的知識をメジャーな知とみなしてきた「専門知」か

らみれば、当事者の知は低い評価をうけがちなマイナーな特性をもっているだろう。一方、

利用者を中心にしたサービスの提供に価値をおき、その有り様を考える際に当事者の知の

運用は非常に重要な意味をもつ。従来であれば低く評価されてきた知を再評価するには、

差異として現れている知の価値や特性を消去して同化の方向へ進むよりも、むしろ、差異

に対して積極的な評価を行うと同時に、差異を作り上げる基盤となっている概念に対して

改めて問い直しを行うという作業が必要だと考えられる。当事者の知と「専門知」の差異

を作り上げる基盤に対する問い直しには、科学性への問い直しや専門性への問い直しが含

まれるだろう。利用者に必要とされるサービスを創出するには、これらの問い直しを通じ

て、従来のサービス提供の背景にある価値や構造を捉え直し、その変容へ向けて利用者と

共に取り組んでいくことが求められる。 
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